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地
域
の
課
題
を

ざざ
っっ
く
ば
ら
ん

く
ば
ら
ん語

ろ
う

語
ろ
う

　
11
月
28
日（
土
）勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
ポ
ン
テ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
平
川
理
恵
氏
（
前
広
島
県
教
育
長
）
を
講
師

に
お
招
き
し
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
教
育
と
は
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
午
後
０
時
30
分
開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演
で
す
。

申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ぎ
か
い
講
演
会
開
催

お
知
ら
せ

開催中

１
日

２
日

４
日

７
日

11
月

（
日
）

（
月
）

（
水
）

（
土
） 午

後
１
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
か
ら

午
後
７
時
か
ら

午
後
２
時
か
ら

中
日
名
公
会
堂

下
河
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

湯
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

中
和
保
健
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

▼▼▼▼

昨年の様子（月田公民館）
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令和８年９月第４回真庭市議会

令和８年度９月補正予算

９月1８日  　会期９月１日～

一般会計
特別会計

公営企業会計

９
●農業委員19名の任命に同意　
●決算13件を認定　●陳情１件を不採択

●補正予算１件を可決　●議案８件を可決　

　

国
庫
支
出
金
で
は
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
２
，

７
４
０
万
８
千
円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。
地

方
交
付
税
で
は
、
普
通
地
方
交
付
税
の
交
付

額
決
定
に
伴
い
、
３
億
887
万
８
千
円
を
増
額

し
て
い
ま
す
。

　
繰
入
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
５
，

４
２
０
万
円
を
減
額
し
て
い
ま
す
。
市
債
で

は
、
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
１
，

５
０
０
万
円
、
公
共
土
木
施
設
等
災
害
復
旧

事
業
債
１
，４
７
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生
活
者
の
省
エ
ネ
家
電
の
導
入
・
買
い
替

え
を
支
援
す
る
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
事
業
１
，０
５
０
万
円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減

や
化
石
燃
料
使
用
量
の
削
減
に
資
す
る
機
器
の
導
入
・
買
い
替
え
を
支
援
す
る
、
事
業

者
省
エ
ネ
対
応
機
器
導
入
補
助
事
業
１
，８
０
０
万
円
、
市
内
事
業
者
の
事
業
継
続
・
経

営
改
善
の
た
め
の
融
資
制
度
の
利
子
補
給
を
行
う
、
商
工
業
振
興
対
策
事
業
費
補
助
金

362
万
７
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
て
い
ま
す
。 

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
本
年
６
月
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
道
路
災
害
の
復
旧
を
行
う
、
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
２
，４
０
０
万
円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
諸
支
出
金
で
は
、
普
通
地
方
交
付
税
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債
償
還
基
金
費

分
を
減
債
基
金
へ
積
み
立
て
る
、
減
債
基
金
積
立
金
２
億
２
，７
１
４
万
８
千
円
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
　
主
な
歳
入

一
般
会
計
　
主
な
歳
出

６月梅雨前線豪雨による道路災害　若代畝

事
業
者
省
エ
ネ
対
応
機
器
導
入

補
助
事
業
と
し
て

１
，８
０
０
万
円
増
額

物
価
高
騰
対
策
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真
庭
市
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
整
備
設
計
・
施
工
工
事
に
つ

い
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
る
随
意
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。
契
約
金
額
は
9
億
３
，

５
０
０
万
円
、
契
約
の
相
手
方
は

極
東・梶
岡
特
定
建
設
工
事
共
同

　
購
入
物
件
は
、コ
ミュニ
テ
ィ
バ
ス

用
中
型
バ
ス
（
56
人
定
員
）１
台
。

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契

約
で
契
約
金
額
は
、３
，１
３
５
万

円
で
契
約
の
相
手
方
は
、株
式
会

社
ト
ラ
ス
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　
岡
山
県
公
立
学
校
に
お
け
る
１

人
１
台
端
末
955
台
。
随
意
契
約

で
契
約
金
額
は
、
６
０
，４
１
４
，

２
５
５
円
で
契
約
の
相
手
方
は
、

未
来
を
共
創
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
整
備
共
同
体
で
す
。

　

真
庭
市
介
護
用
品
支
給
事
業

に
つ
い
て
、
支
給
対
象
は
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
み
と
し
、課
税
世

帯
は
支
給
対
象
か
ら
除
外
す
る

よ
う
要
望
す
る
も
の
。
審
議
の
結

果
、
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

　
真
庭
市
議
会
の
本
会
議・常
任

委
員
会
を
間
近
で
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議

会
開
催
中
に
市
役
所
４
階
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
議
場
の
入
り
口

で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご
記

入
い
た
だ
け
れ
ば
、
傍
聴
が
で
き

ま
す
。
傍
聴
席
に
は
大
型
モ
ニ
タ

ー
を
設
置
し
、
字
幕
表
示
を
し
て

い
ま
す
。30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
地
区
中
継
施
設
整
備
工

事
の
入
札
を
指
名
競
争
入
札
で

実
施
し
ま
し
た
。
契
約
金
額
は
、

２
億
１
，１
２
０
万
円
で
契
約
の

相
手
方
は
、
株
式
会
社
三
木
工

務
店
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

動
産
の
買
入
れ
２
件

ま
に
わ
く
ん
の
車
両
更
新

１
人
１
台
端
末
の
更
新

北
部
地
区
中
継
施
設

整
備
工
事

真
庭
市
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
施
設
整
備
設
計・施

工
工
事

北部地区中継施設整備予定地　蒜山初和

コミュニティバス用中型バス

１人１台端末を活用した授業　川東小学校

議場の傍聴席

企
業
体
（
極
東・梶
岡
JV
）
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
不
同
意
と
な

っ
た
農
業
委
員
19
人
の
任
命
に
つ

い
て
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
再
募
集
の
結
果
、
同

一
候
補
と
な
っ
た
た
め
個
別
の

審
議
と
な
り
ま
し
た
。結
果
19
件

全
て
を
同
意
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
を
同
意

農
業
委
員
の
任
命

蒜
山
西
茅
部

蒜
山
下
長
田

蒜
山
富
掛
田

蒜
山
初
和

釘
貫
小
川

延
風

岩
井
谷

三
田

余
野
下

五
反

惣平
松

中
河
内

栗
原

下
方

向
津
矢

宮
地

上
水
田

上
中
津
井

真
庭
市
介
護
用
品
支
給
事
業
に

つ
い
て
の
陳
情

［
］

不
採
択

陳 

情
傍 

聴
４階議場傍聴席

上
中
津
井

上
水
田

宮
地

向
津
矢

下
方

栗
原

中
河
内

平
松惣五

反
余
野
下

三
田

岩
井
谷

延
風

釘
貫
小
川

蒜
山
初
和

蒜
山
富
掛
田

蒜
山
下
長
田

蒜
山
西
茅
部

氏  

名

住  

所

松
本
　正
幸

森
谷
　新
一

後
藤
　 勤

宮
岡
　英
二

赤
岩
　 優

武
村
　一
夫

海
原
　康
雄

福
島
　一
則

柴
田
　博
行

矢
谷
　光
生

政
保
　正
孝

高
谷
　明
弘

髙
山
　康
男

池
田
　和
道

池
田 

　実

美
甘
　英
之

池
田
久
美
子

入
澤
　靖
昭

石
原
　誉
男

実施設計前の整備イメージ
（提供：極東・梶岡JV）



4

令和７年度

柴田委員長

奥副委員長

445,100

93,007

643,645

7,319

3,506

3,162

1,000

13,036

1,209,775

438,914

92,946

617,551

7,045

3,398

3,152

1,000

11,323

1,175,329

134,391
141,284
127,456
111,270
170,525
167,604

117億5,329万円
特別会計歳出決算額

３億4,445万円の黒字

844,057
294,657
40,674
83,291
373,240
109,091
40,007
36,090
31,920

1,135,830
26,307
6,366
18,906
139,266

3,179,703

522,281
118,844
1,535,994
21,799
34,196
347,790
175,897
128,813
171,989
74,371
358,180
154,656
3,644,810

14.3
3.3
42.1
0.6
0.9
9.5
4.8
3.5
4.7
2.0
9.8
4.2

100.0

22,231
469,626
935,671
366,260
190,533
69,325
316,426
144,241
392,852
3,191

465,516
83,891

3,459,764

0.6
13.6
27.0
10.6
5.5
2.0
9.1
4.2
11.4
0.1
13.5
2.4

100.0

支出済

決算審査特別委員会は、９月７日の本会議で付託された令和７年度真庭市一般会計決算の認定のほか、
特別会計、企業会計、計13件を９月 14日、15日に審査しました。その概要をお知らせします。

18億5,046万円の黒字一般会計歳出決算額345億9,764万円
一般会計と特別会計の決算状況
　令和７年度の一般会計及び
特別会計を合わせた決算額は、
歳入 485 億 4,584 万円、歳出
463 億 5,093 万円であり、差額
は 21億 9,491万円の黒字となり
ました。特別会計、企業会計決
算等 12 件を認定し、一般会計
決算は説明資料の訂正により本
会議の採決で認定となりました。

監査委員報告からの意見（抜粋）
　市の財政状況は、経常収支比率
は94.2%で、前年度と同率である。
依然として、財政構造の硬直化が続
いていることから、物件費や人件費
をはじめとする経常的経費の抑制
に努めるとともに事務事業の見直
しや内部管理経費の削減を進め、
財政の弾力性を高める必要がある。
　財政力指数は0.294となり、前
年の 0.296から0.002ポイント
低下している。実質公債費比率は
9.8%と前年度の10.8%から改善
しており、将来負担比率について
は引き続き、充当可能な財源が将
来負担額を上回っている。
　将来にわたって安定的な財政
運営を維持できるよう、引き続き
健全な行政経営と財政基盤の強
化に努められたい。
代表監査委員　　 須田秀之氏
議会選出監査委員　 福島一則
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る
。同
窓
会
な
ど
の
機
会
に
本
制
度
の
積
極

的
な
声
掛
け
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
津
山
市・真
庭
市・美
作
市
包
括
的
政

　
策
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
総
合
政
策
課
か
ら
、
津
山
市・真
庭
市・

美
作
市
包
括
的
政
策
連
携
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
の
趣
旨
は
３
点
あ
り
、
１

点
目
が
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
い

行
政
課
題
や
地
域
課
題
が
複
雑
化
し
て
お

り
、
市
単
独
で
の
対
応
困
難
な
課
題
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
。
２
点

目
は
、
３
市
の
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
資
源
や

知
見
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
を
図
っ
て
い

く
も
の
。
３
点
目
は
、
３
市
が
連
携
し
て

国
や
県
に
政
策
提
言
や
要
望
を
行
う
こ
と

で
、
美
作
地
域
全
体
の
持
続
的
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

■
高
校
再
編
整
備
の
進
捗
に
つ
い
て

　
学
び
の
創
造
推
進
監
付
か
ら
、
高
校
再

編
整
備
の
進
捗
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
岡
山
県
が
主
導
す
る
高
校
再
編
整
備
の

進
捗
に
つ
い
て
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
は

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
検
証
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

過
去
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
は
、
短

期
間
で
統
廃
合
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
ま
で
も
県
に
伝
え
て
い
る
が
、今

後
も
十
分
に
伝
え
て
い
く
。

　
　
　

令
和
８
年
度

の
前
半
ま
で

に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム

で
の
検
討
内

容
を
公
表
す

る
考
え
を
示

し
て
お
り
、

８
月
18
日
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で

の
議
論
を
踏

ま
え
、近
く
、

こ
れ
ま
で
の

検
討
状
況
が

公
表
さ
れ
る

も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
教

育
委
員
会
に

対
し
て
、
市

内
高
校
の
過

去
の
再
編
整 

備
が
ど
う
で 

　
本
委
員
会
は
６
月
８
日
、８
月
14
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に
つ
い
て

　

総
合
政
策
課
か
ら
、
ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
は
国
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
関
係
人
口
を
ふ

る
さ
と
住
民
と
し
て
再
定
義
し
、地
域
の
活

動
に
参
画
す
る
存
在
と
し
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

と
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
２
つ
の
登
録
を
準
備

し
て
お
り
、
ア
プ
リ
を
使
って
可
視
化
す
る

も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、利
便
性
と
活
動
の
活
性
化
の
両

立
を
図
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
真
庭
市
が
国
の
実

証
実
験
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

真
庭
を
出
て
外
か
ら
真
庭
を
思
っ

て
い
る
方
々
を
大
事
に
す
る
こ
と

も
大
切
だ
と
思
う
の
で
、そ
う
い
っ
た
方
の

集
ま
り
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、前
向

き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

真
庭
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
が

本
当
に
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い

総
務
常
任
委
員
会

問

問 《
総
合
政
策
部
》

答

答

《
政
策
推
進
監
兼
学
び
の
創
造
推
進
監
》

◀
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に
つ
い
て（
総
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
）
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本
委
員
会
は
６
月
９
日
、８
月
17
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
生
ご
み
の
分
別
収
集
量
等
の
状
況
に 

　
つ
い
て

　
環
境
課
か
ら
、生
ご
み
の
分
別
収
集
量
等

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
生
ご
み
の
分
別
収
集
量

は
、月
平
均
で
132
ト
ン
、年
間
で
１
，５
８
６

ト
ン
で
し
た
。
生
ご
み
の
分
別
、
資
源
化
に

よ
り
可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
減
っ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
は
年
間
９
，７
７
４
ト
ン
、
令

和
７
年
度
は
年
間
７
，９
５
７
ト
ン
で
、
18.6

％
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
焼
却
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期

間
を
除
き
、
可
燃
ご
み
を
外
部
へ
搬
出
す
る
こ

と
な
く
焼
却
処
理
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
事
業
系
生
ご
み
の
収
集
量
を
増

加
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
ご
み
に
つ
い
て
の
分
別
も
、ま

だ
ま
だ
方
法
が
あ
り
、
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

引
き
続
き
普
及
啓
発
に
努
め
て
い

く
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
分
別

を
考
え
な
が
ら
丁
寧
に
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。富

原
地
区
の
一
番
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
勝
山
小
学
校
ま
で
の
通
学
時

間
は
。

時
間
は
ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、保
護
者
は
通
学
を
一
番
心
配
し

て
い
る
。
今
後
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

年
度
内
に
富
原
小
学
校
を
ど
う
す

る
か
決
め
る
の
か
。

年
度
は
区
切
ら
な
い
が
、
今
後
協

議
し
て
い
く
中
で
、
統
合
す
る
か

し
な
い
か
と
い
う
判
断
を
明
確
に
し
、
報

告
す
る
。

の
成
果
に
つ
い
て
情
報
が
欲
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
た
め
、
分
別
に
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
、液
肥
が
ど
の
く
ら
い
製
造
で
き
た

か
、ま
に
く
る
ー
ん
（
真
庭
市
く
ら
し
の
循

環
セ
ン
タ
ー
）
の
視
察
へ
何
人
来
た
か
と
い

う
よ
う
な
情
報
を
示
し
、
市
民
の
共
感
を

得
な
が
ら
分
別
の
推
進
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

■
富
原
小
学
校
の
今
後
の
在
り
方

　
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て

　
教
育
総
務
課
か
ら
、「
富
原
小

学
校
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
検
討

委
員
会
」
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望

書
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
の
最
善
の
利

益
を
第
一
に
考
え
、
一
定
規
模
の

集
団
で
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環

境
を
実
現
す
る
た
め
、
勝
山
小
学

校
と
の
統
合
を
前
提
と
し
て
「
よ

り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り
」
の
検

討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
再

編
後
も
子
ど
も
と
地
域
の
接
点

が
継
続
・
発
展
す
る
よ
う
ご
支
援

く
だ
さ
い
、
と
い
う
旨
の
要
望
で

し
た
。

　

要
望
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
、

地
域
と
一
緒
に
、
子
ど
も
の
最
善

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問

問問

答

答答

《
教
育
委
員
会
》

《
生
活
環
境
部
》

市内外からのまにくるーん視察

富原小学校
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て
い
る
評
価
委
員
会
の
結
果
を
待
って
い
る

状
況
。
２
つ
目
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
後
継
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
整
備
ス

ケ
ジュ
ー
ル
や
整
備
コ
ス
ト
、
整
備
場
所
に
つ

い
て
の
検
討
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
今
の
発
電
所
と
同
規
模

で
整
備
す
る
と
、
現
在
の
資
材
価
格
の
高

整
備
す
る
と
ま
た
別
の
制
度
に
変
わ
って
し

ま
う
が
、
そ
の
中
で
運
転
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
経
営
の
安
定
も
可
能
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
を
め
ど
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
指
定
管
理
施
設
の
令
和
７
年
度
事
業

　
実
施
結
果
に
つ
い
て　

　
各
振
興
局
か
ら
、
指
定
管
理
施
設
の
令

和
７
年
度
事
業
実
施
結
果
に
つ
い
て「
指
定

管
理
施
設
の
事
業
実
施
結
果
に
関
す
る
資

料
」
に
よ
り
報
告
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

神
庭
の
滝
自
然
公
園
に
つ
い
て
、令

和
６
年
度
は
利
用
料
金
だ
け
で
賄

え
て
い
る
の
に
、令
和
７
年
度
は
管
理
者
の

資
金
か
ら
充
当
さ
れ
て
い
る
。
入
場
料
収

入
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
は

ず
だ
が
、
収
支
が
変
化
し
た
背
景
を
教
え

て
ほ
し
い
。

人
件
費
の
高
騰
部
分
と
み
て
い
る
。

臨
時
職
員
２
名
、繁
忙
期
に
は
１
名

追
加
配
置
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
た

も
の
と
思
って
い
る
。

騰
も
あ
り
約
70
億
。そ
れ
に
用
地
費
等
で
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
か
か
り
ま
す
。
費
用
の
一
部

は
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社
の
内

部
留
保
で
対
応
す
る
形
で
す
が
、
残
り
の
資

金
調
達
を
ど
う
す
る
か
、今
後
の
大
き
な
課

題
に
な
って
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
整
備
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
一
候
補
地
と

し
て
産
業
団
地
内
に
あ
る
今
の
第
一
集
積

地
と
銘
建
工
業
の
倉
庫
が
あ
る
場
所
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
岡
山
県
の
所
有
で

真
庭
木
材
事
業
協
同
組
合
が
借
地
と
し
て

お
り
、
組
合
と
し
て
も
物
を
置
い
た
り
、
機

械
を
置
い
た
り
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
、

今
後
の
課
題
と
思
って
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
後
継

施
設
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
、２
０
３
５
年
か
ら
稼
働
さ
せ
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
最

短
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
、
最
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
の
か
。こ

こ
ま
で
に
は
整
備
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
２
０
３
４
年
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

切
れ
る
。
国
の
固
定
価
格
で
の
買
取
が
な
く

な
る
た
め
今
と
同
じ
状
況
で
の
発
電
は
厳

し
く
な
る
。
そ
れ
を
見
据
え
て
２
０
３
５
年

の
当
初
に
は
運
転
が
で
き
る
よ
う
に
新
し
く

　
本
委
員
会
は
６
月
10
日
、８
月
18
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
第
２
回
真
庭
森
林
林
業・木
材
産
業
未

　
来
戦
略
会
議
の
概
要
に
つ
い
て

　
林
業・バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、第
２
回

真
庭
森
林
林
業
・
木
材
産
業
未
来
戦
略
会

議
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
第
１
回
目
を
開
催
し
て
お

り
第
２
回
目
を
５
月
26
日
に
開
催
。
協
議

事
項
と
し
て
は
３
つ
で
、
１
つ
目
は
「
旧
真

庭
高
校
久
世
校
地
跡
地
を
拠
点
と
し
た
大

学
交
付
金
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
」、２
つ
目

は
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
後
継
施
設

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
」、３
つ
目
は
「
若
手

林
業
木
材
産
業
従
事
者
に
よ
る
意
見
交
換

会
の
結
果
に
つ
い
て
」
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

会
議
に
は
林
業・木
材
産
業
の
関
係
者
を
中

心
に
約
20
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
の
大
学
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
真

庭
市
・
岡
山
県
・
岡
山
大
学
と
連
携
し
な

が
ら
、
木
造
建
築
の
研
究
拠
点
の
整
備
と

い
う
こ
と
で
５
月
上
旬
に
大
学
交
付
金
の

申
請
を
し
て
お
り
、
７
月
上
旬
に
予
定
さ
れ

《
産
業
観
光
部
》

産
業
建
設
常
任
委
員
会

《
各
振
興
局
》

問

問

答

答

真庭森林林業・木材産業未来戦略会議の様子

神庭の滝



歯磨き
柴田 正志

Q 毎日欠かさず
していることは？ 議員の横顔 議員への一問一答 

を掲載します 8

学習スペースの開放に49人 政策提言書を手交
　夏休みに合わせて行った市役所４階の議場開放
に延べ49人の利用がありました。ご利用ありがとう
ございました。今後も学校の長期休暇中に計画し、
議場開放を続けますのでお気軽にご利用ください。

　
外
国
人
労
働
者
を
地
域
に
暮

ら
す
隣
人
と
し
て
互
い
に
認
識

し
あ
い
自
然
に
良
い
交
流
が
で

き
、
幸
福
感
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
活
力
あ
る
地
域
と
な
っ
て
欲

し
い
と
考
え
る
。言
葉
の
壁
を
越

え
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
は

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

外
国
人
と
の
共
生
社
会
推
進
に

向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の

多
言
語
情
報
の
発
信
（
ウ
ェ
ブ
も

含
む
）と
交
流
促
進
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
。
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　

真
庭
市
で
も
「
対
話
カ
フ
ェ
」

を
実
施
し
て
い
る
。国
際
交
流
協

会
と
い
う
よ
う
な
民
間
団
体
が

か
な
り
の
都
市
で
で
き
て
い
る
。

市
民
の
力
で
そ
う
い
う
団
体
が

で
き
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

今
年
３
月
に
市
道
上
の
倒
木

に
車
両
が
接
触
し
て
車
両
が
損

傷
す
る
事
故
が
起
き
て
い
る
。
手

入
れ
が
で
き
て
い
な
い
山
が
増
え

倒
木
の
リ
ス
ク
も
増
え
て
き
て
い

る
。
①
道
路
や
配
電
線
、
ケ
ー
ブ

ル
、
鉄
道
な
ど
の
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
に
被
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の

あ
る
樹
木
を
倒
木
事
故
が
お
き

て
か
ら
対
処
す
る
の
で
な
く
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
予
防

伐
採
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
。
見

解
を
伺
う
。
②
倒

木
は
ど
う
いっ
た
状
況
な
の
か
。

　

①
山
の
管
理
が
で
き
て
い
な

い
。
異
常
気
象
の
中
で
倒
木
の
可

能
性
の
あ
る
木
が
増
え
て
い
る
。

重
要
な
深
刻
な
課
題
で
あ
る
。
道

路
作
業
員
の
日
常
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
で
やって
い
る
。
危
険
木
に
つ
い

て
は
私
ど
も
が
伐
採
、
剪
定
を
す

る
。
民
間
の
も
の
は
所
有
者
に
適

切
な
管
理
を
お
願
い
す
る
。
承
諾

い
た
だ
け
な
い
け
ど
危
な
い
場
合

は
緊
急
避
難
で
切
る
こ
と
も
し
て

い
き
た
い
。
日
本
郵
便
、
建
設
業

協
会
、
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
も
協
定
を
結
ん
で
や
って
い
る
。

最
大
の
努
力
を
し
て
安
全
な
道

路
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
②
年
に
よ
って
違
う
が
大
体
300

件
か
ら
400
件
を
超
え
る
ぐ
ら
い
の

支
障
木
を
撤
去
し
て
い
る
。

一
般
質
問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
金
谷
建
設
部
長

山
間
部
に
お
け
る

倒
木
対
策

９
月
定
例
会
の
議
事
録
は

12
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
等
で
読
み
取
る
と
、一
般

質
問
が
視
聴
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
個
人
質
問
は
800
字
以
内
で

質
問
し
た
議
員
本
人
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

太田昇市長三ツ宗宏教育長

答  弁  者

問 柴
田 

正
志

問

言
葉
の
壁
を
越
え
る

ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流

真庭市議会
９月 定 例 会

▶
倒
木
が
道
路
を
ふ
さ
ぐ

　
高
田
山
上

議場で勉強 長尾議長から太田市長へ

　８月10日、長尾修議長から太田昇市長に対して
「障がい者・児に対する『切れ目のない』支援
体制の構築」、「酪農で真庭の観光と農地を守る」、
「農業インフラの整備を通じた地域レジリエンス
強化」と題した政策提言書を手交しました。



9 Q 毎日欠かさず
していることは？

ご先祖様への挨拶
田島 吉章

風呂そうじ
谷本 彰良

の
利
活
用
環
境
も
変
化
し
て
い

く
た
め
、自
治
体
標
準
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
適
用
を
含
め
公

開
す
る
内
容
等
を
整
理
し
、
も

っ
と
積
極
的
に
活
用
し
て
、
民

間
で
も
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

全
職
員
が
そ
う
い
う
意
識
を
持

ち
、
全
組
織
で
や
っ
て
い
く
。
こ

れ
を
利
用
し
て
地
域
課
題
の
解

決
と
か
、
新
し
い
デ
ー
タ
の
サ
ー

ビ
ス
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
問

題
意
識
を
持
っ
て
、デ
ジ
タ
ル
共

創
拠
点
が
持
つ
機
能
・
役
割
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

検
討
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
共
創

拠
点
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
公
開
は
、

地
域
の
課
題
解
決
、
経
済
の
活

性
化
、
行
政
の
高
度
化
・
効
率

化
・
透
明
性
と
い
う
点
で
も
大

事
。
行
政
の
デ
ー
タ
は
、
市
民

共
有
財
産
で
あ
り
国
民
の
財
産

で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
公
開
す

る
の
は
当
然
。
そ
の
意
義
は
非

常
に
高
い
。
令
和
５
年
７
月
か

ら
真
庭
の
行
政
情
報
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
公
開
し
て
お
り
、
人
口
、

産
業
、
教
育
、
福
祉
、
財
政
な

ど
、
約
450
項
目
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
を
出
し
て
い
る
。
行
政
デ
ー
タ

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
コ
ー
ド
生

成
技
術
は
日
進
月
歩
で
進
化
し

て
お
り
、専
門
知
識
が
な
く
て
も

自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
ア
プ
リ
と

し
て
形
に
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
活
用
の
障
壁
と
な
っ
て
い

た
開
発
の
担
い
手
が
、
高
校
生

を
含
む
一
般
の
市
民
・
団
体
に
ま

で
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
公
開
の
意
義
は
高
ま
っ
て
い

る
と
考
え
る
。
自
治
体
標
準
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
対
応
を

含
め
、
現
在
の
公
開
状
況
や
形

式
、更
新
方
法
の
在
り
方
な
ど
を

含
め
て
点
検・検
討
す
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
積
極
的

公
開
・
拡
充
を
し
て
い
く
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
、市
民
協
働
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
開
催
や
デ
ー
タ
・

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
支
援
し
、市

民
・
企
業
・
学
生
等
の
ア
イ
デ
ア

を
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い

っ
た
機
能
を
、
旧
久
世
校
地
で

答
太
田
市
長

高
ま
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
の
重
要
性

問 田
島 

吉
章

　

真
庭
市
が
誕
生
し
て
21
年
、

人
口
は
約
１
万
５
千
人
減
少
し

た
。一
つ
の
真
庭
と
い
う
一
体
感

を
醸
成
し
て
い
く
た
め
に
も「
ま

に
わ
サ
イ
コ
ー！
」
と
い
う
曲

を
も
っ
と
活
用
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
。
現
在
の
活
用
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ま
に
わ

　
学
校
で
の
活
用
状
況
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。歌
そ

の
も
の
を
一
律
に
歌
い
継
ぐ
こ
と

だ
け
で
は
な
く
て
、
制
作
の
背
景

で
あ
る
と
か
、
当
時
の
思
い
で
あ

る
と
か
、
そ
の
表
現
を
し
た
取
り

組
み
自
体
に
目
を
向
け
て
大
切
に

し
た
い
。
今
後
は
歌
詞
の
制
作
や

背
景
な
ど
も
、地
域
学
習
の
資
料

の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
、
必
要
な

場
で
活
用
し
な
が
ら
、
誇
り
や
一

体
感
の
醸
成
に
努
め
た
い
。

　
こ
の
曲
も
そ
の
活
用
手
段
の
一

つ
と
し
て
、必
要
な
と
こ
ろ
への
呼

び
か
け
や
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

く
ん
に
車
内
チ
ャ
イ
ム
と
し
て

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　
数
々
の
感
動
し
た
も
の
を
幼
少

期
に
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、地
域
へ

の
愛
着
を
深
め
て
、
そ
れ
か
ら
成

人
し
て
も
そ
れ
を
持
ち
続
け
る
と

い
う
こ
と
が
多
い
と
思
う
。
真
庭

に
お
い
て
も
、
郷
土
を
愛
す
る
教

育
を
し
て
い
る
。「
ま
に
わ
サ
イ
コ

ー！
」
と
い
う
曲
は
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
制
作
に
携
わ
っ
て
、
第

25
回
国
民
文
化
祭
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
披
露
し
た
。

そ
の
歌
も
一
つ
の
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
者
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い

け
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

「
ま
に
わ
サ
イ
コ
ー！
」

で
一
体
感
の
醸
成
を

問 谷
本 

彰
良

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
石
田
生
活
環
境
部
長

一 般 質 問

子どもの頃に渡った旧・鹿田橋　曲は「まにわサイコー！」で検索

真庭市行政情報データベース
約450項目のオープンデータが公開されている
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フランス語、トルコ語、朝鮮語、イタ
リア語の学習（Duolingo）奥　 侑樹

ポストに配達物が入っていないか
確認をする 小椋 一郎

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
の

か
、
調
査
研
究
す
る
つ
も
り
は

な
い
か
。

 

　
私
は
い
わ
ゆ
る
市
の
財
産
、
こ

れ
は
も
う
市
民
の
財
産
だ
と
。
支

障
が
な
い
限
り
は
、
目
的
外
使

用
で
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
が
市
有
財
産
に
つ
い
て
の

考
え
方
で
あ
る
。
真
庭
市
全
体

で
今
、
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
て
い

る
か
ら
、
か
な
り
子
ど
も
の
居
場

所
、
あ
る
い
は
子
ど
も
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
の
方
々
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
今
の
と

こ
ろ
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
は
、

い
ろ
ん
な
施
設
の
実
態
を

把
握
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
上
で
ど
う
い
う
利
用
が

で
き
る
の
か
、
必
要
な
ニ

ー
ズ
も
つ
か
み
な
が
ら
、

最
大
限
の
活
用
を
図
る
。

　

施
設
に
つ
い
て
は
現
在

一
定
の
利
用
が
あ
り
、全

体
と
し
て
利
用
状
況
を

見
る
と
、
大
き
く
不
足
し

て
い
る
と
い
う
状
況
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
実
態
も

違
う
し
、
利
便
性
も
変
わ
る
の

で
、
今
後
実
態
と
併
せ
て
、
対
話

を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
し
て

い
き
た
い
。
一
律
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
直
ち
に
実
施
す
る
と
い
う
考
え

は
な
い
が
、
学
校
や
地
域
と
の
意

見
交
換
、利
用
状
況
の
把
握
等
を

通
じ
て
安
全
面
や
運
営
方
法
を

含
め
て
協
議
し
て
、
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

情
報
を
共
有
し
、
振
興
局
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て
検
討
し
た
い
。

　
本
市
に
は
、
公
費
、
私
費
の
負

担
区
分
を
整
理
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い

う
形
に
な
る
か
ど
う
か
は
別
に
し

て
、
公
費
、
私
費
の
線
引
き
は
し

て
い
く
。

子どもの居場所の整備を　蒜山富山根
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育
ち
の
質
は
、
子
ど

も
が
安
心
し
て
成
長
で
き

て
、
自
己
肯
定
感
と
か
社

会
性
を
育
ん
で
い
く
環
境

で
あ
る
。最
善
の
学
び
は
、

一
人
一
人
に
応
じ
た
学

び
と
協
働
的
な
学
び
が

両
立
で
き
る
教
育
環
境
で

あ
る
。

　
育
ち
の
質
は
、
子
ど
も
に
安
心

が
あ
り
、自
己
肯
定
感
や
社
会
性

が
育
つ
。
最
善
の
学
び
は
、
個
別

最
適
な
学
び
と
対
話
を
通
じ
た

協
働
的
な
学
び
が
大
事
で
あ
る
。

従
前
の
標
準
は
既
に
標
準
で
は
な

い
。
そ
れ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　
学
用
品
の
購
入
費
用
と
小
部

品
へ
の
記
名
に
要
す
る
保
護
者

の
作
業
負
担
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。何
を
公
費
で
負

担
し
、何
を
保
護
者
負
担
と
す
る

か
を
整
理
し
た
文
書
は
あ
る
か
。

　
大
型
免
許
取
得
（
費
用
42
万

円
程
度
）
に
関
し
て
市
内
事
業

者
の
補
助
金
は
２
分
の
１
、上
限

20
万
円
が
あ
る
。
消
防
職
員
の

補
助
は
か
な
り
低
い
。や
り
が
い

前
提
型
の
組
織
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
だ

と
思
う
が
、
認
識
は
ど
う
か
。

　

対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内
、

10
万
円
を
上
限
と
し
て
い
る
。
お

金
の
問
題
じ
ゃ
な
い
、
使
命
感
で

と
い
う
こ
と
も
ベ
ー
ス
に
持
っ
て

ほ
し
い
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て
き

た
と
い
う
の
も
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
必
要
な
資
格
は
当
然

公
費
を
中
心
に
、
消
防
に
限
ら
ず

検
討
す
る
。

　
育
ち
の
質
や
最
善
の
学
び
に

は
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
か
。

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

答
行
安
総
務
部
長

答
三
ツ
教
育
長

答
太
田
市
長

　
市
内
の
中
高
生
自
身
が
自
由

に
学
習
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
、

振
興
局
や
図
書
館
で
十
分
足
り

て
い
る
の
か
。
既
存
の
公
共
施

設
の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、市

内
の
中
高
生
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

を
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。
各

地
域
に
点
在
す
る
既
存
の
公
共

施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
が
市

答
太
田
市
長

◀
自
己
負
担
ーthe cost you m

ust accept

ー

中
高
生
が
自
由
に
学
習

で
き
る
場
所

今
後
の
小
・
中
学
校
の

在
り
方

公
費
、
私
費
の
線
引
き

問

問

問 小
椋 

一
郎

消
防
職
員
の
大
型
免
許

の
取
得
費
用

問 奥
　 

侑
樹
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スクワット　拳立て
葉廣 峰久

朝の動画配信。『今日は何を話そう？』と考え
るのが毎朝の日課です（笑） 緒形 　尚 　

の
で
は
な
く
、安
全
に
練
習
で
き

る
場
所
を
行
政
と
し
て
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
単
な
る
遊
び

で
は
な
く
、
若
者
の
体
力
づ
く

り
、居
場
所
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

落
合
総
合
公
園
を
は
じ
め
、
市

有
地
や
既
存
施
設
の
一
部
を
活

用
し
、落
合
地
域
に
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
広
場
を
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
、
市
長
に
見
解
を
伺
う
。

　
今
年
４
月
、市
役
所
に
「
共
生

社
会
推
進
課
」
が
設
置
さ
れ
た
。

共
生
社
会
と
は
、高
齢
者
も
障
が

い
の
あ
る
方
も
子
ど
も
も
、子
育

て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

も
、
外
国
の
方
も
、
そ
し
て
様
々

な
事
情
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
も
誰
一
人
と
し
て
孤
立
す
る

こ
と
な
く
、地
域
の
中
で
自
分
ら

な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
以
外
な
い
。

　

行
政
と
し
て
も
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
司
令
塔
と
し

て
、
役
割
を
果
た
す
た
め
に
課
を

つ
く
っ
た
。
行
政
が
中
心
で
は
駄

目
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
行
政
の
旗
振
り
と
い

う
の
は
必
要
で
あ
る
。
市
民
、地

域
団
体
、
学
校
、
企
業
、
商
工

会
、
福
祉
関
係
者
と
連
携
を
深

め
て
い
く
よ
う
な
働
き
か
け
を
し

て
、
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
地
域
で

生
き
て
い
く
、支
え
合
っ
て
い
く
、

し
か
し
主
体
性
を
持
っ
て
と
い
う

よ
う
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て

い
く
。

し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
。ま
た
支

援
を
受
け
る
人
と
支
援
す
る
人

を
分
け
る
の
で
は
な
く
、誰
も
が

時
に
は
支
え
、時
に
は
支
え
ら
れ

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
。そ
の
よ

う
な
地
域
こ
そ
が
真
庭
市
が
目

指
す
共
生
社
会
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む

中
、地
域
に
よ
っ
て
は
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、こ

れ
か
ら
は
行
政
だ
け
で
な
く
、市

民
、
地
域
、
学
校
、
企
業
、
福

祉
関
係
者
な
ど
、様
々
な
人
た
ち

が
つ
な
が
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
支
え
合
う
こ
と
が
重
要
に
な

る
と
考
え
る
。こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い

く
の
か
。
市
長
に
伺
う
。

　

ど
こ
ま
で
が
共
生
社
会
と
い

う
の
か
、
非
常
に
難
し
い
面
は
あ

る
。
個
人
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
ど
も

や
子
育
て
世
代
、
外
国
籍
の
方
、

そ
れ
ぞ
れ
環
境
や
条
件
も
違
う

中
で
、自
分
ら
し
く
自
己
実
現
が

で
き
て
安
心
で
き
る
ま
ち
を
創
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
、個
人
を
尊
重
す
る
と
い

う
よ
う
な
気
風
を
つ
く
っ
て
い
き

　
真
庭
市
に
は
、
勝
山
地
域
の

勝
山
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
ク
川
夢

と
久
世
地
域
の
久
世
河
川
公
園

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
が
あ
り
、

若
者
を
中
心
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
を
楽
し
め
る

広
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、落
合
地
域

に
は
同
様
の
公

的
な
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
広
場
が

な
い
。
市
民
、と

り
わ
け
若
い
世

代
か
ら
、な
ぜ
落

合
地
域
に
は
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

を
安
全
に
楽
し

め
る
場
所
が
な

い
の
か
と
い
う

声
を
聞
く
機
会

が
増
え
て
い
る
。

　

若
者
に
危
険

な
場
所
や
、周
囲

に
遠
慮
し
な
が

ら
活
動
さ
せ
る

勝山ストリートパーク川夢（Rimu）　勝山

国籍を越えて語り合う生徒間交流事業　落合中学校

落
合
地
区
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
広
場
の
整
備

　
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
一

定
の
条
件
の
下
に
利
用
で
き
る
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
か
検
討
を
す
る
よ
う

に
指
示
す
る
。
少
な
く
と
も
こ
の

件
に
関
し
て
、で
き
る
か
で
き
な
い

か
、も
う
一
度
検
討
す
る
。
若
い

人
が
自
ら
、
勝
山
駅
の
件
で
も
そ

う
で
あ
る
が
、
若
い
人
が
立
ち
上

が
っ
て
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
う
中
で
実
現
し
て
い
く
、
そ

う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い

け
ば
と
思
う
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一 般 質 問

問 緒
形  

尚

共
生
社
会
推
進
課
っ
て

何
を
す
る
と
こ
ろ

問 葉
廣 

峰
久



Q 毎日欠かさず
していることは？

NEWSを確認すること
伊藤 義則

AIを使ってのしらべもの
小田 康文

　
２
０
２
５
年
６
月
の
一
般
質

問
で
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
が

消
化
不
良
で
あ
っ
た
。

　
今
村
寛
さ
ん
の
書
籍
『
自
治

体
の
台
所
事
情　
財
政
が
厳
し

い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
』
を

読
み
、
同
僚
と
集
中
講
座
を
受

け
た
。「
真
庭
市
中
期
財
政
計

画
（
令
和
８
年
度
～
令
和
12
年

度
）」
に
よ
る
と
令
和
８
年
度
以

降
も
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
予
算
を
組
む
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。計
画
で
は
令
和
12
年
度

に
な
っ
て
も
財
政
調
整
基
金
を

12
億
８
千
万
円
取
り
崩
し
て
予

算
を
組
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
時
点
の
財
政
調
整
基
金
が

44
億
5
千
万
円
だ
。い
つ
頃
に
な

れ
ば
、財
政
調
整
基
金
に
頼
ら
ず

に
予
算
が
組
め
る
の
か
。

　

中
期
の
財
政
計
画
を
つ
く
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
人
件
費
の
総
額

が
上
が
っ
て
い
く
、金
利
高
で
こ
れ

か
ら
借
り
る
公
債
の
利
率
が
高
く

　
②
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
集

落
協
定
の
活
動
支
援
を
し
た
い
。

北
房
地
域
で
、自
前
で
体
制
整
備

単
価
の
獲
得
、事
務
の
継
続
が
困

難
な
集
落
へ
の
支
援
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、９
集
落
で
協
定
を
結

び
協
議
し
て
い
る
。

12

財
政
見
通
し

問 伊
藤 

義
則

答
太
田
市
長

　
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、多
く
の
学

校
が
老
朽
化
し
て
い
る
。
大
規
模

修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、

全
部
同
様
に
改
修
し
て
い
く
の
か

は
正
直
な
と
こ
ろ
厳
し
い
。

　

学
校
存
続
に
関
す
る
議
論
を

リ
ー
ド
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
そ

う
し
た
保
護
者
、地
域
に
不
安
が

あ
る
限
り
は
、
適
切
に
伴
走
支
援

を
し
て
い
く
。

　

施
設
整
備
と
か
学
校
統
廃
合

に
関
す
る
内
容
を
こ
の
基
本
方

針
に
盛
り
込
む
と
い
う
考
え
は

な
い
。

１
人
に
な
っ
て
も
、地
域
が
了
承

し
な
け
れ
ば
学
校
を
存
続
さ
せ

る
の
か
。

　
極
小
規
模
校
で
あ
っ
て
も
、校

舎
、屋
内
運
動
場
、プ
ー
ル
等
の

施
設
に
大
規
模
修
繕
が
必
要
に

な
れ
ば
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
教
育
施
設
の
修
繕
や
整
備
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
方
針
の
中
に

書
き
込
む
の
か
。

　
学
校
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
関

す
る
議
論
は
９
校
、
50
回
程
度
と

な
っ
て
い
る
。

　

学
校
の
在
り
方
に
関
す
る
基

本
方
針
と
し
て
は
今
年
度

末
ま
で
の
取
り
ま
と
め
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　

児
童
が
１
人
に
な
る
よ

う
な
状
況
で
は
、多
様
な
人

間
関
係
と
か
学
校
の
運
営

体
制
な
ど
の
面
か
ら
子
ど

も
の
育
ち
や
学
び
に
支
障

が
生
じ
て
い
な
い
か
と
い
う

観
点
で
慎
重
に
判
断
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

地
域
の
意
向
は
も
ち
ろ

ん
尊
重
す
る
が
、
学
校
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で

は
な
い
。
学
校
を
存
続
さ
せ

る
か
ど
う
か
は
最
終
的
に
は

教
育
委
員
会
が
判
断
す
る
。

　
昨
年
真
庭
市
立
小
学
校
の
適

正
配
置
に
つ
い
て
質
問
し
た
。そ

の
後
、
何
校
と
、
ど
の
よ
う
な
内

容
で
、ど
れ
く
ら
い
の
議
論
を
重

ね
た
の
か
。

　
極
小
規
模
校
に
対
す
る
真
庭

市
教
育
委
員
会
と
し
て
の
方
針

は
い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

　
例
え
ば
在
籍
す
る
児
童
数
が

答
淺
野
教
育
次
長

答
三
ツ
教
育
長

存
続
に
関
す
る
議
論
は

リ
ー
ド
し
な
い

問 小
田 

康
文

中山間地域等直接支払制度
第６期対策パンフレット

全校児童数12名の富原小学校

な
り
、
義
務
的
経
費

の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
。
財
政
的
に
弾
力

性
が
な
く
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
財
政
運

営
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
な
財
政
運
営
を

長
期
的
な
視
点
か
ら

行
っ
て
い
く
。

　
「
真
庭
市
に
お
け
る
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
実
施
状
況

の
公
表（
令
和
７
年
度
実
績
）」に

よ
る
と
集
落
協
定
数
が
165
か
ら

126
（

23.6
％
減
）
に
減
り
、農
地
面

積
は
１
５
，２
９
６
，２
８
３
㎡
か

ら
１
３
，１
１
５
，２
３
２
㎡
（

14.3

％
減
）に
減
っ
て
い
た
。
①
な
ぜ

集
落
協
定
数
、
面
積
と
も
大
き

く
減
っ
た
の
か
②
市
は
ど
う
対

策
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

　
①
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
農
作

業
の
担
い
手
不
足
、
事
務
の
負
担

が
増
え
て
い
る
。
５
年
間
を
や
る

自
信
が
な
い
。営
農
活
動
が
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
集
落
の

力
が
弱
っ
て
い
る
。

答
太
田
市
長

問中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度



13 Q 毎日欠かさず
していることは？

NHKのニュースを見ること
庄司 史郎

猫のお世話
妹尾 智之

　
大
字
開
田
地
区
か
ら
大
字
中

地
区
の
国
道
313
号
沿
い
は
、市
に

お
い
て
有
数
の
農
地
等
の
広
が

り
を
有
し
て
い
る
地
域
で
、都
市

計
画
区
域
に
も
な
っ
て
い
る
。市

の
将
来
的
発
展
、
成
長
を
考
え

た
時
、
国
道
313
号
に
公
共
下
水

道
の
本
管
は
計
画
的
に
布
設
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

令
和
５
年
に
市
の
汚
水
処
理

今
回
の
結
果
で
は
、
数
学
に
お
い

て
は
自
分
で
考
え
、
そ
の
理
由
を

説
明
す
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
に

課
題
が
見
ら
れ
た
。
同
様
の
課
題

に
出
会
っ
た
と
き
に
分
か
る
、
で

き
る
と
い
う
実
感
を
積
み
上
げ
ら

れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
各
学
校

で
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
学
び
を
深
め
て
確
か
な
学
力
を

身
に
付
け
て
い
く
と
い
う
の
は
、子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
将
来
を

生
き
て
い
く
上
で
、
自
分
た
ち
で

考
え
、
判
断
し
、
行
動
を
決
め
て

い
く
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
く

も
の
で
あ
る
の
で
、こ
こ
は
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

整
備
構
想
を
策
定
す
る
中
で
見

直
し
を
か
け
た
。
将
来
人
口
、住

宅
の
分
布
、今
後
の
維
持
管
理
な

ど
を
総
合
的
に
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン

し
て
、
こ
う
い
う
地
域
に
関
し
て

は
公
共
下
水
道
整
備
よ
り
は
合

併
浄
化
槽
に
よ
る
個
別
処
理
方

式
の
ほ
う
が
適
当
だ
と
の
判
断
で

あ
る
。

　
令
和
８
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
中
学
３
年
生
の

数
学
に
お
い
て
真
庭
市
は
49
と

な
っ
て
お
り
、岡
山
県
及
び
全
国

の
平
均
数
値
57
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
。今
回
の
中
学
３
年
生

の
数
学
に
お
け
る
数
値
は
、公
表

さ
れ
て
い
る
県
内
自
治
体
の
中

で
最
低
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
今
回
の

結
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分

析
し
、ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

　
数
学
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と

も
結
果
と
し
て
身
に
付
い
た
学
力

で
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
表

れ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
①
市
民
へ
の
周
知
啓
発
を
行

う
考
え
は
あ
る
か
。

　
②
学
校
、認
定
こ
ど
も
園
、保

育
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
換
気
、
空
気
環
境
の
管

理
、
香
り
に
敏
感
な
子
ど
も
へ
の

配
慮
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
①
国
や
県
が
作
成
し
て
い
る
啓

発
資
料
を
活
用
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
作
成
を
検
討
し
て
い
る
。

　

②
現
在
、
学
校
環
境
衛
生
基

準
に
基
づ
い
て
教
室
の
換
気
や
、

空
気
環
境
の
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
化
学
物
質
や
香
り
に
敏
感
な

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
か
ら
の
相
談
内
容
や
一
人
一

人
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
座

席
配
置
の
工
夫
や
換
気
の
徹
底
、

学
校
生
活
を
送
り
や
す
く
す
る

個
別
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

討
し
て
は
と
思
う
が
、市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
保
護
者
ニ
ー
ズ
、
あ
る
い
は
現

場
の
意
見
を
把
握
し
て
検
討
を

進
め
る
。
現
場
だ
け
の
判
断
を
重

視
す
る
の
が
い
い
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
保
護
者
も
入

れ
た
現
場
で
話
し
合
い
の
中
で
検

討
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
一
番

で
あ
る
。

　

洗
剤
、
柔
軟
剤
、
芳
香
剤
な

ど
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
や
香
り

に
よ
り
、
頭
痛
や
吐
き
気
、
倦
怠

感
、
目
ま
い
、
息
苦
し
さ
な
ど
の

体
調
不
良
を
訴
え
る
人
が
い
る
。

い
わ
ゆ
る
化
学
物
質
過
敏
症
や
香

害
と
呼
ば
れ
る
問
題
で
あ
る
。
香

り
を
な
く
す
の
で

は
な
く
、
香
り
に

よ
っ
て
困
っ
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
を

知
り
、
お
互
い
に
配

慮
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
以
下
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
保
育

現
場
の
業
務
改
善
、さ
ら
に
は
防

災
対
策
の
観
点
か
ら
本
市
と
し

て
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

現
場
の
保
育
士
の
意
見
や
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
確
認
し

た
上
で
、
希
望
す
る
保
護
者
が

利
用
で
き
る
仕
組
み
や
モ
デ
ル

的
な
導
入
を
含
め
前
向
き
に
検

答
太
田
市
長

問全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
は

問化
学
物
質
過
敏
症
や

香
害
へ
の
対
策

一 般 質 問

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
尾
﨑
生
活
環
境
部
次
長

答
三
ツ
教
育
長

国
道
313
号
沿
い
の
公
共

下
水
道
整
備
を

問 庄
司 

史
郎

紙
お
む
つ
サ
ブ
ス
ク
の

導
入
を

問 妹
尾 

智
之

公共下水道整備区域から外された大字中地内

関係省庁で作成しているポスター
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していることは？

血圧、体重を測る
伊賀 基之

コーヒーを飲む
𠮷原 啓介
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教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
施

策
を
ど
う
策
定
、
推
進
し
て
い

く
の
か
。

　

子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
る

と
い
う
こ
と
は
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
責
任
で
あ
る
と
思
う
。

　

市
民
と
も
一
緒
に
な
り
な
が

ら
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ

る
、
そ
し
て
真
庭
で
育
っ
て
よ
か

っ
た
と
い
う
教
育
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

　
庁
内
だ
け
で
は
な
く
て
、市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
議
論
し
て
い
く

場
を
し
っ
か
り
設
け
て
い
き
た
い
。

整
理
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
対
策
を
進
め
る
上
で
、ま
ず
関

係
法
規
を
整
理
し
た
条
例
の
制

定
が
必
要
と
考
え
る
。

　
空
家
関
係
の
対
策
を
関
係
者
と

一
緒
に
推
進
し
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
条
例
は
必
要
だ
ろ
う
と
い
う

認
識
を
以
前
よ
り
強
く
し
て
い
る
。

　

所
管
の
委
員
会
に
策
定
状
況

や
制
度
設
計
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

も
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
子
育
て
環
境
の
充
実
を
推
進

す
る
の
で
あ
れ
ば
、ま
ず
は
義
務

教
育
に
お
い
て
、ど
れ
だ
け
そ
の

子
の
可
能
性
を
最
大
化
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
で
き
る
か
が
最

重
要
で
は
な
い
か
。

　
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る
た
め

に
は
市
長
部
局
に
お
い
て
教
育

委
員
会
と
一
体
で
子
育
て
世
代

に
求
め
ら
れ
る
環
境
整
備
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
６
月
定
例
会
で
も
空
家
等
の

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。管
理

不
全
状
態
に
あ
る
建
物
や
土
地

に
起
因
す
る
事
故
や
環
境
悪
化

防
止
、災
害
リ
ス
ク
対
策
は
重
要

な
課
題
。こ
の
問
題
に
対
す
る
市

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め

に
、ま
た
対
応
す
る
市
の
所
管
部

局
の
た
め
に
も
分
か
り
や
す
く

　
①
災
害
時
、
避
難
所
の
劣
悪

な
環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

市
内
小
中
学
校
の
体
育
館
で
エ

ア
コ
ン
の
あ
る
学
校
は
皆
無
で

あ
る
。
国
は
補
助
率
を
引
き
上

げ
て
お
り
、
断
熱・遮
熱
工
事
も

含
む
と
し
て
い
る
。実
際
は
25
％

の
負
担
で
で
き
る
。夏
の
体
育
の

授
業
に
も
使
え
る
。
設
置
を
計

画
的
に
行
う
べ
き
。

　
②
一
時
的
に
避
難
す
る
避
難

場
所
は
、地
域
の
集
会
所
な
ど
が

約
230
カ
所
あ
る
。
集
会
所
施
設

整
備
の
規
程
で
は
、
エ
ア
コ
ン
は

補
助
の
対
象
外
で
あ
る
。
避
難

場
所
指
定
の
施
設
で
は
補
助
対

象
に
す
べ
き
。
ま
た
、水
道
料
金

の
減
免
も
必
要
。

 　

①
避
難
所
で
学
校
の
場
合
は

空
調
の
あ
る
特
別
教
室
、
場
合
に

よ
っ
た
ら
普
通
教
室
も
利
用
す

る
。協
定
を
結
ん
だ
宿
泊
施
設
も

活
用
す
る
。避
難
所
を
理
由
に
空

調
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。
教

同
で
平
和
の
つ
ど
い
を
行
う
こ

と
を
提
案
す
る
。
ま
た
、
戦
争

の
記
憶
を
引
き
継
ぐ
た
め
市
内

の
戦
争
に
関
す
る
遺
品
や
資
料

等
を
、失
わ
れ
る
前
に
、収
集
活

用
す
る
戦
争
資
料
室
を
作
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

　
戦
争
の
悲
惨
さ
、平
和
の
尊
さ

を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は

行
政
と
し
て
非
常
に
重
要
だ
と
思

っ
て
い
る
。
遺
族
会
、
市
民
の
意

見
を
い
た
だ
き
検
討
し
て
い
く
。

戦
争
資
料
室
は
蒜
山
郷
土
博
物

館
の
活
用
が
い
い
と
思
う
。

育
施
設
と
し
て
は
、
空
調
設
備
は

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
②
自
主
防
災
組
織
補
助
金
、地

域
づ
く
り
事
業
補
助
金
を
十
分

活
用
し
て
ほ
し
い
。
避
難
場
所
だ

け
を
理
由
に
、
水
道
料
金
の
減
免

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
戦
後
81
年
を
迎
え
、
戦
争
体

験
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ

た
。
今
年
も
湯
原
地
区
の
遺
族

会
の
戦
没
者
追
悼
式
、
市
内
の

お
寺
の
終
戦
記
念
日
の
平
和
の

鐘
の
取
り
組
み
、原
爆
の
絵
展
な

ど
も
行
わ
れ
た
。
市
は
親
子
で

学
ぶ
広
島
平
和
学
習
を
行
っ
て 

い
る
。

　
平
和
の
大
切
さ
を
次
世
代
に

伝
え
る
た
め
、
市
民
と
市
が
共

選
ば
れ
る
地
域
に
な
る

た
め
に

問

市
民
と
市
の
共
同
で

平
和
の
つ
ど
い
を

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
金
谷
建
設
部
長

答
木
村
総
合
政
策
部
長

空
家
等
対
策
条
例
の

必
要
性

問 𠮷
原 

啓
介

学
校
体
育
館
等
へ

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

問 伊
賀 

基
之

戦場から還ってきた千人針（市内小学校）

空家に関する法規は複数あり、全て理解するのは大変



15 Q 毎日欠かさず
していることは？

コーヒーをほぼ毎日飲んで
いると思う 黒川 　愛 　

膝痛緩和のためのストレッチ
村上 善彦

の
だ
か
ら
知
ら
な
い
と
い
う
の
で

は
な
く
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る

と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
。

　
③
清
掃
の
関
係
だ
け
で
い
え
ば

そ
う
い
う
場
も
必
要
か
も
し
れ
な

い
が
、
管
理
者
の
と
こ
ろ
で
、
根

底
に
あ
る
法
律
の
問
題
を
ち
ゃ
ん

と
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
②
県
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
令
和
８
年
度
で
は
要
望
と
し

て
６ 

件
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
る
。
緊

急
度
で
ラ
ン
ク
づ
け
し
、
３
段
階

に
分
か
れ
る
。
基
準
の
低
い
も
の

は
、
当
面
、
経
過
観
察
箇
所
と

な
っ
て
い
る
。
経
過
観
察
を
し
て

状
況
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
が
上
が
れ

ば
、
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

と
思
う
。

　
近
年
、
地
域
を
流
れ
る
河
川

で
は
、
葦
や
竹
な
ど
が
生
い
茂

り
、土
砂
や
枯
れ
た
草
木
等
の
堆

積
、
護
岸
の
老
朽
化
な
ど
、
河

川
維
持
管
理
に
関
す
る
課
題
が

み
ら
れ
る
。こ
れ
ま
で
地
域
住
民

に
よ
る
草
刈
り
な
ど
の
協
力
が

河
川
環
境
の
維
持
に
大
き
な
役

割
を
は
た
し
て
き
た
。

　
一
方
で
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
、

地
域
の
担
い
手

不
足
が
進
む
中
、

地
域
住
民
だ
け

に
頼
り
続
け
る

に
は
限
界
が
あ

る
と
感
じ
ら
れ

る
。
草
木
の
伐
採

は
、
搬
出
や
処
分

ま
で
含
め
た
処

理
方
法
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
①
地
域
河
川
に
お
け
る
課
題

を
踏
ま
え
、
県
、
市
、
地
域
住

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確

に
し
た
協
働
体
制
を
構
築
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
②
県
に
向
け
た
河
川
整
備
に

つ
い
て
の
要
望
書
の
取
り
扱
い

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
③
地
域
関
係
者
と
市
、
県
と

問
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い

の
場
を
持
つ
考
え
は
な
い
か
。

　

①
河
川
に
つ
い
て
権
限
の
あ
る

と
こ
ろ
が
基
本
的
に
や
っ
て
い
く

こ
と
が
前
提
で
、
そ
こ
を
き
ち
ん

と
し
な
い
と
前
に
進
ま
な
い
。
河

川
管
理
者
で
あ
る
県
の
ほ
う
で
ま

ず
き
ち
っ
と
考
え
て
も
ら
う
、
そ

れ
に
私
た
ち
も
、
岡
山
県
が
や
る

　
市
長
の
所
見
は
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
ど
お
り
。

受
け
入
れ
る
考
え
は
全
く
な
い
。

文
献
調
査
だ
け
で
10
億
円
、何
億

円
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
う
い
う

生
命
に
関
す
る
こ
と
は
、
お
金
で

判
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
日
本
国

政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批

准
す
べ
き
。

　
①
市
は
高
齢
者
の
安
否
確
認

を
兼
ね
、敬
老
事
業
を
行
っ
て
き

た
。今
年
度
か
ら
見
直
し
に
な
っ

た
。
民
生
委
員
、児
童
委
員
、愛

育
委
員
、福
祉
委
員
の
方
と
と
も

に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
。

　
②
高
齢
化
や
介
護
福
祉
人
材

不
足
、光
熱
費
高
騰
の
中
、入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
。
事
業
所・

利
用
者
へ
調
査
を
行
い
、県
や
国

に
必
要
な
要
望
を
行
う
と
と
も

に
、
市
と
し
て
も
工
夫
・
改
善
の

検
討
が
必
要
で
は
。

　

①
一
体
的
に
推
し
進
め
て
い

く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
に
努
め
る
。
個
人
情
報
も
、自

覚
を
持
っ
て
い
る
方
、
法
令
的
な

制
約
も
十
分
認
識
し
て
い
る
方
に

一
定
程
度
出
す
こ
と
も
で
き
る

と
思
う
。
個
別
に
現
場
で
や
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
や
り
や
す
い
よ

う
に
す
る
の
が
私
た
ち
の
役
割
。

対
応
し
て
い
く
。

　
②
訪
問
系
・
通
所
系
サ
ー
ビ
ス

含
め
、
入
浴・洗
身・体
を
洗
う
と

い
う
需
要
が
31
％
と
最
も
高
く
、

重
要
と
認
識
。高
齢
者
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
体
制
の

確
保
に
取
り
組
む
。
安
心
し
て
こ

の
地
で
暮
ら
せ
る
よ
う
懸
命
に
努

力
す
る
。

　
イ
ラ
ス
ト
や
平
仮
名
、
や
さ

し
い
日
本
語
を
活
用
し
た
案
内
、

注
意
表
示
を
施
設
に
。

問 黒
川 

　愛

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
地
層
処
分

高
齢
者
の
見
守
り
と

入
浴
支
援

分
か
り
や
す
い

案
内
表
示

問

問

答
太
田
市
長

答
金
谷
建
設
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

　
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
イ
ラ
ス
ト
、や

さ
し
い
日
本
語
、多
言
語
表
記
な

ど
、特
性
を
生
か
し
た
手
法
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
。ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
、
誰
に

と
っ
て
も
使
い
や
す
い
、
公
共
施

設
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

一 般 質 問

河
川
管
理
に
お
け
る
協

働
体
制
の
構
築
を

問 村
上 

善
彦

鳥取県立美術館の表示▶

三坂川　鍋屋



Q 毎日欠かさず
していることは？

朝起きて川や山をみる
加藤 大悟

ネコにエサをあげる
西田 文子

　８月４日、岡山県市議会議長会主催による岡山県市
議会議員研修会が総社市民会館で開催されました。
　国際大学グローバル・コミュニケーション・センター
教授 山口真一氏による「SNS・生成AI時代におけ
る市議会議員の情報リスク対策」と題した講演を聴
講しました。
　ネットが普及した人類総メディア時代、議員、自治
体でのSNSの活用は必須であること。一方でネット炎
上やフェイク情報などリスクもあることなど、東京都知
事選挙、兵庫県知事選挙での事例も含めてお話しい
ただきました。
　講演の後の質疑では、SNSで誹謗中傷を受けた場
合の対処方法などもご教示いただきました。

　９月１日、真庭市議会生成AIハンズオン研修を議会
委員会室で行いました。講師は奥侑樹氏でした。真庭
市議会議員のAIに関する事前アンケートでは、「月に
１回以上AIを使っている」が16人中12人、「ここか
ら始める」が16人中２人でした。多くが文章の要約と
作成に使用し、議事録の下書きなど時間を要する事
務作業に使用している人は１人～２人、分厚い資料を
読み込みたいという人は16人中10人でした。この研
修では、自治体AI zevo の使い方と機能について説
明の後、実際に一般質問通告書のスクリーンショット
を撮影しアップロード、モデルプロンプトを入力し、AI
との対話を行う一連の流れを学びました。

　７月13日、倉吉市で真庭市議会・倉吉市議会交
流事業が開催され、真庭市から19人、倉吉市から
16人の議員が参加しました。研修会では「広域観
光が地域の未来を変える」をテーマに講演があり、
人流データの分析により、蒜山高原センター、倉吉
の白壁土蔵群、鳥取県立美術館が集客の核となり、
グリーナブルヒルゼン、塩釜冷泉、関金温泉周辺が
周遊と滞在を支えていることなどの説明がありました。
　その後、鳥取県立美術館を視察し、夏の企画展
「マンガを拓く　谷口ジロー」を見学。
　活発な意見交換も行われ、今回の学びを両市の
観光政策や議員活動に活かし、広域連携の強化と
持続可能な観光振興につなげてまいります。

わがまちがよくなる質問力
　７月16日、法政大学法学部の土山希美枝教授を
お招きし、一般質問力の向上について研修しました。
気づきやアイデアの源は個人から出てくるもの。その
質問で「まちはよくなる」のか、そのために何を問
いただすのか。
　一般質問の機能には監査と政策提案があり、監
査は事業を適切に執行しているのか、政策提案は執
行部の政策の改善や廃止も含めて現状を変化させる
ことの正当性を提起していくこと。論点を整理し、こ
れだけは引き出したいという設定と戦略を準備し、自
治体の問題点をどう改善していくか、行政に話を聞
きに行く姿勢も学びました。

研修会の様子 総社市民会館での研修会

AI使用について一連の流れを確認

16

倉吉市議会との交流事業

真庭市議会議員研修会 真庭市議会生成AI
ハンズオン研修

岡山県市議会議員研修会

一般質問力の向上について研修



17 Q 毎日欠かさず
していることは？

歯磨き
長尾 　修 　

線香をあげる
妹島 弘和

　政策討論会は、市民にとって重要な政策及び課題
について議論を深めることにより共通認識を図り、政
策立案及び政策提言を推進することを目的としたも
のです。
　今年度は、７月３日・29日の２回にわたり、真庭市
本庁舎４階委員会室で、真庭市議会政策討論会を
開催しました。
　総務常任委員会、文教厚生常任委員会、産業

　７月30日・31日、ICT化推進部会は茨城県つくば
市と埼玉県戸田市を訪れ、議会のデジタル化と改革
について学びました。
　つくば市では、感染症や育児などの事情がある
議員も、オンラインで一般質問に参加できます。既
存のスクリーンやタブレットなどを生かし、高価な
専用機器を使わずに実現している点が印象的でし
た。また、市民と議員が同じテーブルで語り合う
「議会カフェ」 や、子どもが議場を探検する催し
など、議会を身近にする工夫も参考になりました。 
　戸田市では、介護や出産・育児などの場合にも
オンラインで委員会に参加できるほか、文書のペー
パーレス化、政務活動費の見える化、電子採決など
を進めています。真庭市と共通する仕組みも多い一
方、日々 の活用や運用には学ぶ点が多くありました。 
　ICTは、便利にするだけの道具ではありません。

建設常任委員会の各委員会で
調査・研修を重ねたテーマをもと
に15分程度で政策提案を発表し
た後、質疑・討議を行い、「こ
の事業の主体はどこになるのか」
「国の方針に沿ったものになる
のか」「本当に真庭市に必要な事
業なのか」など、様々な意見が
出ました。
　議員討議の後、修正等を行い、
全員の合意が得られたテーマにつ
いては、後日開催した議会活性
化推進特別委員会で、執行部へ

政策提言するとともに取りまとめた政策提言書を市長
へ提出することを決定しました。
【合意した政策提言】

・�障がい者・児に対する「切れ目のない」支援体制
の構築

・酪農で真庭の観光と農地を守る
・農業インフラの整備を通じた地域レジリエンス強化
（８ページに関連記事を掲載していますのでご覧ください。）

多様な立場の人が議会に参加しやすくし、市民に情
報を分かりやすく届け、皆さんの声を聴くための力に
もなります。今回の学びを、真庭市の実情に合った
「より開かれた議会」へつなげていきます。

き
７月 ８月 ９月編

議会
政策討論会を開催

ICTで、もっと開かれた議会へ

政策討論会の様子

戸田市議会の取り組みを視察

GIKAI  NO  UGOKI

の 動



Q 毎日欠かさず
していることは？

晩酌かな
森脇 正和

朝晩、神様と仏様に感謝を込めて
手を合わせています 苦田 智子

18

����年�月�日、�月定例会の開会後に、市議会議員を対象とした生成AI研修を行いました。
導入を検討しているAIツールの基本操作に加え、生成AIの変化や注意点についても学びました。
研修で扱った内容から、市民の皆さんにも役立つ使い方を紹介します。



血圧測定
福島 一則

毎日欠かさず
していることは？Q次号は「好きな言葉・座右の銘は？」です。19

SHIMIN
　NO HIROBA

市民

広場
MANIWA 2026

ぶどう　S.H.笹百合　TOTORO

春夏秋と咲くブーゲンビリア　ハイサイおじさん

大物　小林みち江

the heart of the darkness　綿貫澪

ここは市民みんなでつくるページですここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください楽しい気持ちでご参加ください

◎森脇 正和　〇西田 文子　奥　 侑樹
　小椋 一郎　　苦田 智子　村上 善彦

議会
広報

募募集集
絵画、イラスト、書、写真などを募絵画、イラスト、書、写真などを募
集しています。住所、氏名、電話番集しています。住所、氏名、電話番
号を書いてください。ペンネームを号を書いてください。ペンネームを
希望される場合も連絡先と氏名が書希望される場合も連絡先と氏名が書
いてあることが必要です。いてあることが必要です。
応募先応募先▶▶真庭市議会真庭市議会
宛先：20 ページの帯欄に記載。宛先：20 ページの帯欄に記載。

■ �青い空に入道雲が高く湧き上がる季節となりました。真
夏の風が青田をざわざわと揺らし、林から蝉時雨のざわ
めきを運んできます。照りつける日射しは日に日に強さを
増して、里をじりじりと焦がしていくでしょう。まだまだ暑い
日が続きます。どうかお体大切にお過ごしください。

■ 写真の「ささゆり」とてもきれいでステキですネ。
■ �春にきらめきの里で美甘おこわを買って食べました。ホク

ホクでおいしかったのでまねして作ったけど、初挑戦は失
敗でしたが、孫の誕生で赤飯を去年作ったので、また再
チャレンジしたいです。

■ �議会の内容を広報まにわと、いきいきテレビによって知る
ことができ、身近に感じます。

■ 避難所のエアコンよろしくお願い致します！
■ �横顔のコーナーは良かったと思います。座右の銘、好き

なことばや猛暑をどうすごしたか、一番行ってみたい所な
どもどうかと思います。議員さんのなり手がないという昨
今、身近な親しみのわく広報紙が若い方への架け橋にな
ればと感じます。

■ �農業者の高齢化で田を作る人が減少しています。もっと
取り組みやすい営農集団はできないでしょうか。小字単
位でできれば、放棄しないで継続していくことができそう
な気がします。私もあとがんばって10年程です。

■ �新企画の「議員の横顔」、議員さんをより身近に感じられ
て、広報を読んでいる中で、箸休めのようで、「私はアマ
ゾンプライムでの映画鑑賞だなあ」とつぶやきながら読み
ました。

声 クイズに応募いただいた方々から多くのメッセージを
いただきましたので、紹介します。
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「
一
般
質
問
の
順
番
は
、提
出
し
た
順
番
で
決
ま
る

の
で
は
」
―
―
実
は
私
も
議
員
に
な
る
ま
で
、
そ
う
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
く
じ
引
き
で
決
ま
る
の
で
す
。

こ
れ
に
は
正
直
、驚
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
順
番
が
そ
ん
な
に
大
切
な
の
か
。そ
れ
は
、
複

数
の
議
員
が
同
じ
テ
ー
マ
で
質
問
を
用
意
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。先
に
質
問
し
た
議
員
が
執
行
部

か
ら
答
弁
を
引
き
出
し
て
し
ま
う
と
、後
か
ら
同
じ
内

容
を
問
う
議
員
は「
す
で
に
答
弁
済
み
」
と
な
り
、
質

問
の
鋭
さ
が
半
減
し
て
し
ま
う
こ
と
も
…
…
。

　
つ
ま
り
、同
じ
テ
ー
マ
な
ら
早
い
者
が
有
利
。そ
の
順

番
を
左
右
す
る
の
が
、あ
の
小
さ
な
く
じ
な
の
で
す
。

　

議
員
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
練
り
上
げ

た
質
問
を
、
最
大
限
に
活
か
せ
る
か
ど
う
か
―
―
そ
の

一
部
が「
く
じ
運
」に
か
か
っ
て
い
る
と
は
、議
会
も
な

か
な
か
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
す
。政
策
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、
ど
う
や
ら
強
運
も
議
員
に
必
要
な
ス
キ

ル
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　真庭市議会定例会は真庭
いきいきテレビ「MIT」のサブ
チャンネル（１２２）で生中継して
います。
　一般質問や各常任委員会付
託案件審査は、録画して後日放
送しています。
　ＧＩＫＡＩＨＥＡＤＬＩＮＥは、真
庭いきいきテレビYouTubeチ
ャンネルで定例会閉会２週間後
から２週間視聴できます。

をご視聴下さい

問 

題

１１
月月
2929
日
㈮
日
㈮
ま
で
ま
で

３３
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は

　
３
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
１

月
29
日（
金
）ま
で
で
す
。様
式
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。た

だ
し
、土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の
閉
庁
日
は
除

き
ま
す
。市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望

が
あ
る
と
き
は
、誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に

対
し
、陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

ホームページをご覧ください

ホームページ フェイスブック

（
文
責　
小
椋
）

　

解
者
の
中
か
ら
10
人
に「
蒜
山
高
原

ス
イ
ー
ト
チ
ョコ
レ
ー
ト
」
と
「
蒜
山

高
原
ビ
タ
ー
チ
ョコ
レ
ー
ト
」（
ヒ
ル
ゼ
ン
ミ
ル

キ
ー
㈱
）が
当
た
り
ま
す
。は
が
き
に
答
え
と

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に

記
載
し
て
い
る
真
庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
切
：
11
月
30
日（
月
）消
印
有
効
。

　

前
号
の
応

募
総
数
は
42

通
で
、
正
解

者
は
42
人
で

し
た
。
ご
応

募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 正

 

く
じ
運
も
議
員
の
実
力

ぎかい講演会の
開催場所は

文化センター
○○

アジサイの道　藤井正男

蒜山高原スイートチョコレート


